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1．会計史研究の現状

わが国における日本の会計史研究の現状

日本の会計史学の研究対象のほとんどが英・米・独
などに関する研究であり，「日本」の会計史を専門的に
研究している研究者は，わずか10名にも満たない

（千葉[2008] 191頁）。

近代以降の日本会計（制度）史の問題点

英・米・独などからの輸入により変革を遂げてきた

日本の会計（制度）史は極端にいえば英・米・独などの
会計（制度）史として扱われる傾向にある（千葉[2008] 197-198頁）

地域経済情報研究所の研究会
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近年の会計研究の「国際的調和化」と「比較会計研究」
の隆盛に伴い，「日本会計制度史」が求められている
（千葉[2008] 191-192頁）。

1874（明治7）年以来の長い歴史を有する（千葉[2008] 191頁）。

国立銀行の会計システムとして制度化された『銀行簿記
精法』（1873（明治6）年）と，複式簿記によってシンボライズ
される近代企業化精神を鼓舞した『帳合之法』（1873-1874
（明治6-7）年）は日本の会計制度の歩みの出発点における
双璧である（黒澤［1976］3-4頁）。

1．会計史研究の現状

日本会計（制度）史の出発点

地域経済情報研究所の研究会



5

明治初期の簿記・会計史研究
会計制度史として言及されても，単に邦訳簿記書の
時代とされ，詳細な考察は行われていない

『帳合之法』，『銀行簿記精法』，『馬耳蘇氏記簿法』および
『馬耳蘇氏複式記簿法』の3つの潮流がある（黒澤[1990]）

西洋簿記の導入の経路にはアメリカ系の商法講習所，
慶應義塾，文部省，イギリス系の工部省，紙幣寮，造幣寮
といった6つの源泉がある（西川［1982］ 66-67頁）

簿記書の個別研究は多数あるが，概ね3組の簿記書
に限定される（片岡[2007]，同[2008]；西川[1971]，同[1982]など）

2．問題意識

地域経済情報研究所の研究会
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日本の簿記・会計史において，明治初期を単なる
「邦訳簿記書の時代」としてよいのであろうか？

西洋簿記の導入史は最初期の3組の簿記書，

あるいは主要な簿記教育機関および西洋簿記導入
機関によって系統分けできるものであろうか？

2．問題意識

明治初期を西洋簿記の導入期として捉え
その知識の導入過程を点描したい

地域経済情報研究所の研究会
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明治初期を西洋簿記の導入期として捉え，その知識
の導入過程を点描するうえでの基盤を築く

1. 最初期の主要な簿記書の個別考察により，各簿記書
の出版の背景，教示内容や先行研究ではあまり行わ
れていない原著との詳細な比較考察から邦訳の工夫
を見出すなど，各簿記書の特徴を明らかにする

2. 簿記書間の関係を出版順に（時系列で）整理する

3．本研究の目的

地域経済情報研究所の研究会
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4．研究方法と研究対象

会計史研究
実際の帳簿（一次史料）を紐解く史料史的研究

印刷文献（二次史料）を紐解く文献史的研究

二次史料による研究の必要性
一般に歴史研究は，一次史料を解釈の基礎におくので
あるが，会計史研究では十分な一次史料を集めることが
困難である（小林［1994］6頁；三代川[1997] 3頁）

明治初期において西洋簿記を実務に用いていた企業は
限定的であり，さらに現時点で残存，発見されている
帳簿も極僅かである。

明治初期における西洋簿記の導入は，教科書を通した
知識の伝播が重要な役割を果たしていた。

地域経済情報研究所の研究会
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研究対象

最初期の簿記書であり，教育機関で広く利用された3組の
簿記書を選択

『帳合之法』（1873/1874）
わが国で最初に出版された西洋簿記（単式簿記）の邦訳書で
あり，慶應義塾を中心とした私学で用いられた。

『銀行簿記精法』（1873）
わが国で最初に出版された複式簿記の邦訳書であり，国立
銀行を中心に実務で用いられた。

『馬耳蘇氏記簿法』および『馬耳蘇氏複式記簿』（1875/1876）
文部省から発行された中小学の教科書であり，広く学校教育
で用いられた。

4．研究方法と研究対象

地域経済情報研究所の研究会



5．3組の簿記書から読み解く，
西洋簿記の導入史

3組の簿記書の特徴
銀行簿記精法 帳合之法 馬耳蘇氏記簿法

出版年

背景にある法律等

明治6年12月（複式簿記）

明治5年11月 国立銀行条例

明治6年6月（単式簿記）

明治7年6月（複式簿記）

実学重視（近代化の志向）

明治8年3,10月（単式簿記）

明治9年9月（複式簿記）

明治5年6月 学制

原著など Shand，Gilbart（イギリス）
Marsh（アメリカ）など

Bryant，Stratton，Packard
（アメリカ）

Marsh（アメリカ）

邦訳者

邦訳方法

多数の大蔵省官吏

Shandの講述を基に削除，

加筆

福澤諭吉（民間人）

原著を一部省略
福澤による説明が加筆

小林儀秀（文部省官吏）

原著のほぼ完訳
文章を区切る配慮

使用目的 銀行運営のため 広く学校教育として 広く学校教育として

使用対象者 銀行関係者，大蔵省官吏 商家などの人々 小中学生，万人

帳簿組織

帳簿形式

特殊仕訳帳，総勘定元帳

横書き

日記帳，仕訳帳，元帳

縦書き

日記帳，仕訳帳，元帳

縦書き

貸借分類の説明

問題点

日記帳類と総勘定元帳では
貸借逆転
元帳の締切方法などの説明
がない
「凡例」と説明が一致して
いない

価値受渡説あるいは価値得
失説
日記帳の頁毎の合計額の計
算など，原著の形式を無視
した箇所がある

擬人法

説明と帳簿の書き方が不一致
の箇所がある
原著に加えられた一文の意味
が不明瞭
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教示内容における相違点の原因

原著や参考にした簿記書による教示内容の相違であり，
各簿記書の初版出版時のアメリカ・イギリスの簿記書
の特徴による（Previts and Merino [1979]；中野［1992］など）

1870年代の日本でこれらの簿記書が邦訳された理由

は何か？
原著などはいずれも，1870年代のアメリカ・イギリスにおいて

広く普及していた

教示内容の相違は邦訳簿記書における特徴とは切り
離して考えるべきである。

5．3組の簿記書から読み解く，
西洋簿記の導入史

地域経済情報研究所の研究会



イギリス 
 
   Hutton  初版 1771 以前 

【『日用簿記法』原著 1858?】 
 備考･･･第 3 版の出版が 1771 年 

 
   Gilbart  初版 1828 以前 

【『銀行簿記精法』の参考書 不明】 
 備考･･･第 2 版の出版が 1828 年 

 
   Inglis  初版 1849 以前 

【『商家必用』原著 1872】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

アメリカ 
 
 
 
 
 
 
 
Marsh  初版 単式：1853，複式：1830 
【『馬耳蘇氏記簿法』原著 1871， 
『馬耳蘇氏複式記簿法』原著 1871】 

 
Bryant et al.  初版 1861 
【『帳合之法』原著 1871】    
                                    ① 
 
 
                   
 
Folsom  初版 1873（改訂版 1881） 
【『簿記学例題』他原著 1873】 
 
                 ③ 
 
① 
 
② 

日本 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 
 
 
 
 
 
福澤『帳合之法』 1873/74 
加藤『商家必用』 1873/77 
Shand『銀行簿記精法』 1873 
 
小林『馬耳蘇氏記簿法』他 1875/76 
宇佐川『日用簿記法』1875 
 
森島『簿記学例題』 1878 
図師『簿記法原理』 1881 
 
 

明治初期の主な邦訳簿記書の出版年と原著などの初版の出版年

Marsh 銀行書 18 56 
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邦訳における類似点
『銀行簿記精法』と『帳合之法』

『銀行簿記精法』

「凡例」における貸借分類の説明に対して，『帳合之法』
（巻之一）にある福澤の解説を引用

『帳合之法』

巻之三における邦訳語の説明において，『銀行簿記精法』の
訳語を紹介

『帳合之法』と『馬耳蘇氏記簿法』『馬耳蘇氏複式記簿法』
『馬耳蘇氏記簿法』および『馬耳蘇氏複式記簿法』

『帳合之法』による縦書きの帳簿形式を模倣，改善

5．3組の簿記書から読み解く，
西洋簿記の導入史

地域経済情報研究所の研究会



『帳合之法』の日記帳

（出所：福澤[1874]巻之三，25-26丁）
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『馬耳蘇氏複式記簿法』の日記日用帳

（出所：小林[1876]巻之三，25丁）
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『帳合之法』の売上帳（売帳）

（出所：福澤[1874]巻之三，25丁）
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『馬耳蘇氏複式記簿法』の送状控帳

（出所：小林[1876]中巻，86丁 ）
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明治最初期の簿記書間の関係

ほぼ同時期に出版された『帳合之法』と『銀行簿記
精法』においても互いに参照している

西洋簿記の知識の導入過程として，簿記書間の
相互作用を捉えることができる

『馬耳蘇氏記簿法』および『馬耳蘇氏複式記簿法』は
単に『帳合之法』の帳簿形式を模倣しただけではなく，
これの改善を試みている

西洋簿記の知識の導入過程において，知識の
改善過程を見出すことができる

5．3組の簿記書から読み解く，
西洋簿記の導入史

地域経済情報研究所の研究会
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6．研究結果と課題

先行研究の見解

明治初期の簿記書史は，単なる邦訳簿記書の時代

明治初期の簿記書の系統分け

『帳合之法』と『銀行簿記精法』，『馬耳蘇氏記簿法』および
『馬耳蘇氏複式記簿法』という3つの潮流から捉える

慶應義塾，商法講習所，文部省という簿記の教育機関や
工部省，紙幣寮，造幣寮という西洋簿記の実施機関など
6つの西洋簿記導入の源泉から，明治初期の簿記書の

執筆者を捉える

地域経済情報研究所の研究会
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西洋簿記導入過程に対する研究結果

西洋簿記の知識の導入は，先に出版された簿記書の
内容を紹介，模倣するといった簿記書間の相互作用
によってなされた

また，単に先に出版された簿記書の内容の紹介や
模倣を行うのではなく，より日本の慣習やその利用に
合わせて工夫・改善がなされた

明治初期の簿記・会計史を3つの潮流，あるいは6つの

系統に分けて捉えるのではなく，これらの相互作用とし
てその知識の導入過程を捉えられる

6．研究結果と課題

地域経済情報研究所の研究会
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今後の課題

本研究の結果として導き出した結論を補足すべく，
明治初期の簿記書考察を継続して続けるなかで再考，
検証を加える必要がある。

明治時代の簿記書は「邦訳簿記書の時代」から，
日本人自らが簿記理論を展開した簿記書が出版される
時代へと移る。この簿記理論が展開されている簿記書
に関しても，連続した西洋簿記の導入史としての視点
から分析を行っていきたい。

6．研究結果と課題

地域経済情報研究所の研究会
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